
（Z）壇蛙豚  

（イ）輿ヨ3一女アマダ泉ット、スインノダ－ル（¢爵／‘頭）  

喜 項  目  筆j正  平均櫻±熊野琵  賓萄～最低】  頼 一  式■盛i＝÷  爾微～標朝寝   

穣 式 日 毅   冒   ／仲、占る三／、73  ／コクヘー／クj  占、ア∂±／∴ユニ  g、縛三／、／∂％   

接点終了時日今   日   ／才アブr‡コ、フグ  ヱ／7～／♂ク  ／久葺／±′タフ  ∫、アよ土／、クタ   

／日中瑠僧体萱   多   占／ユ ニ土ダ、∂ぎ  占7、ヲ～∫∫／  3∫、／♂±占′〃コ  ∫、7g±／、ク♂   

飼⊥科 牽 辞 辛  フ．2タ占二久∂3  j．晒へふ♂／ク  ク、／J土ク、♂プ  4、／ヱ：ヒ∂．7ク   

屠 肉 歩 留   ％   〆よフび三久3き  7八＃、dスク  ／、古ク±♂、コア  ヱ、／クエ久〃∂   

筒 博・最 Ⅱ   C〃γt  ∂々′7♂土♂、〃J  古見♂～d／、ヱ  ／、d7ニ久j♂  プ、告き±久〃ク   

ロースの断面積   C竹Ll  ／れ好三久郎  コ≠、クへ／J、∫  き、／j工ク、∫ワ  ／7、ふ∫±J一之占   

局   
脂肪  Cルれ  〃．ユ／三ク、∂タ  ∫、コこ ‾‾j．7  久∂7土∂、♂d  ag3±／、7．ヲ  

背   C′爪  2．jク±♂、／／  コ、タノ、／、占  久〃〃三久ク∂  ／タ、々3王j、占古  
ノ魯の  

駿   く沖rL  j．∂♂二♂、♂ク  J、‘へ ヱ、7  4Jる三久∂占  ／J、ヱ3±2、ヱ占  
鼻ミ  

平  潟  仇  j．′7±♂、／♂  3、占3へヱ、∠♂  久〃／三♂、クク  ／J、占7王ヱj∫   

／＼ム の 針 金   ％  フ宍才g工♂、J♂  ヱ／、古～ヱg、β  ／、／ダ±久コ／  ユタどニク，7ぞ  

る 豚 の 椎骨 紋 と 産 肉能 力 な ら び＼に  

飼料の別間畦に園す 

／ 研究員斡   

旋の馴要塘敬にば蛮異があり、しか魯皆の多少は囁仕長や管膵長に閻徳′   

があり、さらに症肉菅にも彩管ボあるのど将ないかといわれているので、   

奄詠の設茂海床上の萎取賃料￥するため、当痘ど分唆した与除の1隼常敬の   

発環状未定レントゲン二言鼻により鞠宜した。  

ヱ 析冤方落  

／）調査頭数およが期間  

ヨーフシヤー凌，3≠／頚  

3ク空夢肖／5日よリ3ぎ草3月3／司書で   

Z）孝最彰一万預  

娃竣7日前額の言歓をエーテル吸入現により麻酔し女♂イ帆Aレントゲ、  

－∠ 



ン環野菜置藍驚しl撃環視緊急行った。   

3）調査項胃  

パ 間藤睦敬の蚤硬糾合．  

ロ 窪肉一娃  

3 研見終実の要約   

ハ 皆背教の驚嘆割合  

窃級別瞳号数の粂頭凱今はオ／哉及び津2悪のとおりで、2／型水準も  

多＜伊♂、ブタあき占め、次いで22型が／タ、ク％、2∂型か〃、〃％でブヨ  

型以上の籍痺は／頚もみられなかつた。  

オ／衷  

2〈ト型  2／型  プ2型  計  登頂別邸  ′∈  ．2 7S  ∫／  5一堂／  比亨（％）  女、〃  ♂♂、ア  ／夕、ヂ  
オ2潔  

2（ク型   ユ2型  22型  

A   A   B  A  Eヲ  

／4～占  ／〃～7  ／g～ 占  ／古′－■7  ／∂へ占   

驚嘆勘I教   ／⊆  ／々∂  ／j㌧≦   〃∂   ／／   

ヒ〔牽〔妨）   ≠、タ  4／、／  3デ、る  ／／、7   J、ヱ  

ヱ）椎骨数と童肉蛙との閲麻  

生湯ご臭乾した屋内推力夜陰の砕から、同睦l司檻ごユ／型忍びコユ監  

のものを占組抽出レ、褒内庭とのぬ体毛托現したと＝ろ、サ3蓑のとお  

1リど何科要求率宝僚きユコ聖が・やや優れていたが、伺わもココ望の牙の  

事実が六きかった。  

オ3表  

L〃J∴∴∴  

l  

身 当瘍における水研産額ぬ以釆の圃竜野梁の夢棺   

り 階層聴の条理糾合  

昭和3占草本爺夏打払L久末言一ク‡ンヤー竜について7父釆、占ク償t、  

－占－J－   



‘♂占顔の与橡1二ついて超習黎空調直した箔．県立袈裟型に今威したとこ   

ろ、カ4蔑のと£りこい誘った。   

、卜‥・二  

ヱ／型  2プ型  苫†  

β   A   β  

7  ／ゞへ占  ／g～ア  ／占へ占  

軍規例数   〃3  ユ．コg  ．2女7   占ヱ   フグ  占‘ク占．ご   

比平ぐ姶）   ア、／  37、ノ  4′ク、夢  ／ク、ヱ   4、P  I   

＿ も㌢ へ  

2）椎骨教の5雷吃力  

椎骨敬の貴家針金ば荷現の思会吐によってかなり異なるようごあるが、  

国′  同一一の組合吐ぞも重来によって変革が丞り、准骨常の渡庭園与かよく  

足立れぞい邑か杏かによるものと著スられるが、度伝カの准足値は、オ  

古表のこおりぞあった。   

オ£羨  

変  動   困  畢方和  ー昏  由  唇  乎均平方  平均平方の餌成  直 情  カ   

全  仏  ∠♂、々J  ／gダ＿／＝／∫き  尤も＝久之ク／   

父  親   何  ♂、／．2   3－／コ＝ ．⊇  〃．ク∂♂  E＋君／J7D咄LJ  似ご久〃Jg   

同一冥界内密現何  久久ヲ   ／古   ク、d身♂  E＋居7g∠P   松叩）＝久J／才   

ヨ」ろだい画  ≠j、S♂   ／∠r／   ク、5♂／  巳  

子）雅号教と疫痢催どの閑魚  

種骨教の多い隈は、少いものより馬体古郡が貴＜なつこいるという報  

醤があるが重傷の珂査どぼ萄青畳ぼ市めら紋ヂ、やや長い毛唐ごあった  

が、皆の他の産ぬ形轟も含めて22型ぼユ／型と比歌してやや倭Hてし1′、  

丁ヒ。   

卓）エーテル麻酔か与豚の銀杏に及ぼす彰奄  

不蘭査のためのエーテル吸入が与級の鶉感李及び発電に弄ぼす診響に  

フいて笥呈したと＝ろ何各藩い彩管空及ぼ、±ないものと思わ十lた。  

古 今俊の呵竃兵  

舎後の内項彙としてぼオ【に魚肉蛙￥の煎塩について過密すること蝉旋   

栄閂腐であり、常に罪因と隋河の生産擾についこば、椎骨萄の多いもの暴   

発何者が多＜脂肪雪が少い傾向に易あということがいわれこいるのど、こ   

れら菱肉膣について過草するだめ、、芳年廣におい頼骨数の軍なる豚の間者滅   

ぎ吉男適し乙いる。  
－∠グー   


